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マスコミの報道でご存知の方も多いと思うが、今年１月６日から、ジム・ロジャーズ氏

が来日していた。私も成田空港まで迎えに行ったが、今回のジムの来日も、大変ではあっ

たが、いろいろと改めて教わることも多く、楽しくもあった。 

 

空港では、ＮＨＫの撮影クルーが来ていて、カメラを見た何人かの人に「誰が来るので

すか？」と聞かれた。「ＮＨＫだけしか来ていないから芸能人ではないね」と、状況判断

のよい人もいた。判断のよいと悪いは、ちょっとしたことだが、いつの世でもあることだ。 

また、ジムはペプシコーラが好きなのだが、空港で、畳１畳分もあるかのようなペプシ

コーラのノボリがある売店を見つけた。やはりアメリカ人には、ペプシがなければ始まら

ない、という人は多いのだろうなと思ったとともに、今まで、うかつにも全くそのノボリ

に気づかなかった自分にも驚いた。自分で思っているよりも視野が狭いのだと反省させら

れた。 

 

今回、ジムの来日で感じたことについて記しておきたい。 

 

人生で成功するには、知力や才能、発想等も大事なのだろうが、最後の最後は、タフネ

スさが成否を分けるような気もする。空港でも、「疲れたか？」との質問に、ジムは「消

耗した」と答えていたが、カメラが回ると、新聞を３紙ほど買い、抹茶のソフトをなめる

というエンターテイメントぶりだ。もちろん、喜ばせようという精神もあるのだろうが、

なんといっても本質的にタフなのだ。講演会が始まる直前も、「少しだけ寝る。起きたら

キャンディを食べるから用意しておいてくれ」と言って、普通の椅子を並べた上に横にな

り、すぐに眠りに落ちる。10分ほどで起き、キャンディを５個ばかり、口に抛りこみ、バ

リバリと噛む。スピーチに向けて、糖分を取っているのだ。セミナー後も、疲れているに

もかかわらず、テレビのインタビューに応えている。確か、私よりも 15歳年長だから、64

歳のはずで、やはり驚異だ。娘はまだ２、３歳。滞在中も、ジム（これはジム・ロジャー

ズのジムではなく、トレーニングジム）での運動は欠かさない。 

私も、せめて健康についてだけでも見習わねばと思った。 

 

ジムを、また、ジムの相場のやり方を理解するためのキーワードは、思いつくままに上

げると、自由、ハードワーク（ホームワーク）、インディペンデント・シンキング（独立

した思考。自立的思考）、ビッグチェンジ、歴史、哲学、世界、等々であろう。これらの



キーワードをたどることで、ジムの人物像・相場への態度に近づくことができると考えて

いるが、それは、いずれの機会に。 

※     ※     ※     ※ 

 

ここでは、ジムと相場の関わりに関して、述べておきたい。 

 

１月 14 日の土曜日の夜 10 時 58 分から始まる一時間の新番組の第一回めに、ジム・ロジ

ャーズがとりあげられていたが、そこでの間違いについて。番組では、おもちゃ屋に行っ

て、何が売れているか、新しい投資先はないかを探っていたと紹介されていたが、そんな

ことはない。もともと彼は好奇心の塊のような人ではあるが、単に子供へのお土産を探し

に行ったにすぎない。もちろん、行ったからには、好奇心がふつふつとわいて出て、頭の

周りは「？？？」の洪水になるのではあるが、そうした描き方はあまりにステレオタイプ

すぎよう。 

また、その番組のなかで、ネットで参加しているコメンターが、ジムを尊敬している若

者に、将来的に何がしたいのか、と質問していた。それはそうではあるが、投資をするこ

ととは直接的には何も関係がない。世の中によくある勘違いである。もうすこし本質に迫

るコメントは期待するほうが間違いなのかもしれないけれど。ジムを尊敬するという若者

にしても、そんな質問に答えられないでどうすると感じてしまった。 

 

間違いといえば、日本経済新聞の記事も間違っていた。ジムの講演会を要約したものの

中で、商品市場は株式市場と「相関はない」と書いていたが、なるほど、講演のなかでも

そう言ったかもしれないが、ジムの真意は違う。商品市場は株式市場と「負の相関がある」

というのがジムの主張なのである。本を読めば詳しく出ていることだから、記者としては

失格だろう。事前の調査が甘すぎるのだある。 

 

私の授業をとっている学生の意見も少し紹介したい。ジムの講演を聞いての感想だが、

「現地に直接足を運ばなければ真実を知ることができないということ」を思ったという。

私は、こう返事した。 

「それはそういう面もあるけれども、それ以前にもしなければならないことはたくさん

あって、それすらもちゃんとやっている人は少ないのです」と。 

 これも、とても大事な話だと思う。ジムのいう宿題とはそういうことなのである。現地

に行くことばかりがやるべきことではない。そもそも、ジムは投資先を探すために旅行を

しているのではなく、旅行をしている過程で投資先が見つかるにすぎないのだ。 
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